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　アルツハイマー病に対する免疫療法は、アミロイドカスケード
仮説に基づき、アミロイド沈着の過程を阻害してアルツハイマー
病の進行を抑制することを目指すアプローチである。当初Aβペプ
チドの能動免疫（Aβワクチン療法）から始まったこのアプローチ
は現在、Aβの重合等を実験的に阻害できる種々の抗Aβモノク
ローナル抗体を用いた受動免疫によるものが主流になりつつある。
当研究室では、アルツハイマー病に対する能動・受動免疫療法そ
れぞれに対して治療効果の促進を目指したデリバリー担体の開発
研究を行っている。Aβワクチン療法に対する導入担体の開発につ
いては、Aβペプチドを腸管に導入発現させるための経口ワクチン
用ベクターとして利用するため、ノロウイルスを基にした導入ベ
クターの開発を行っている。今回の発表ではベクター開発に関す
る研究と共に高齢者に重篤な感染症を引き起しうる原因ウイルス
としての病原性発現に関する研究についても紹介したい。また抗
Aβ抗体を利用した受動免疫に際しては、治療用抗体の脳実質への
浸透を促進するため、血液脳関門透過性の向上を目指した導入モ
チーフの開発を行っている。その研究の進捗状況についても併せ
て紹介したい。  
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